
授業科目の開設学年

一　　　年　　　次 二　　　年　　　次

科　　　　　　目 単　位 科　　　　　　目 単　位

Ａ

群

◎　栄養学特論
◎　解剖生理学特論
　　生化学特論
◎　食品学特論
　　食品機能特論
◎　調理科学特論
◎　公衆衛生学特論
◎　栄養教育特論
　　栄養カウンセリング特論
　　食文化特論
　　統計解析特論

4
4
2
4
2
4
2
2
2
2
2

　　ライフステージ栄養学特論
　　病理学特論
　　疾病学特論
◎　臨床栄養学特論
　　実践臨床栄養学特論
　　バイオテクノロジー特論
　　公衆栄養学特論
　　食品衛生学特論
　　給食経営管理特論
◎　健康科学特論
　　社会福祉特論
　　食品産業特論

2
2
2
4
2
2
2
2
2
2
2
2

Ｂ

群

◎　解剖生理学特別実験
◎　調理学特別実習
　　情報処理特別演習
◎　外国文献講読

1
1
1
1

◎　臨床栄養学特別実習Ⅰ
� （校内実習）
◎　臨床栄養学特別実習Ⅱ
� （校外実習）
◎　栄養教育特別実習Ⅰ
� （校内実習）
　　栄養教育特別実習Ⅱ
� （校外実習）
◎　栄養情報処理特別演習
◎　特殊講義（専攻科）

1

2

1

1

1
2

◎特別研究 4

■履修上の注意

①　Ａ群「講義科目」及びＢ群「演習実験実習科目」から必須科目を含めて教育内容に則した62単

位以上を修得しなければなりません。

②　◎印は必修科目です。

③　「特殊講義（専攻科）」は学位「学士（栄養学）」取得のため２年次に履修し，学修総まとめ科

目の「履修計画」，「成果の要旨」及び「論文」を作成しなければなりません。
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修　了　要　件

１．修了に必要な単位数
①　Ａ群「講義科目」の必修科目　　　　　26単位修得

②　Ｂ群「演習実験実習科目」の必修科目　14単位修得

③　Ａ群，Ｂ群の選択科目から　　　　　　22単位以上修得

　自分の履修した総単位数が修了に必要な総単位数の条件を満たしていても，必修科目に一科目でも

不合格があれば，修了できません。

　また，すべての必修科目が修得されていても，選択科目を加えて62単位以上が修得されていなけれ

ば修了できません。

２．単位認定に要する授業回数・時間数

科　　　目 単位数 授業回数・時間

◎ 講 義 科 目（ 半 期 ） ２単位 90分×15回

◎ 講 義 科 目（ 通 年 ） ４単位 90分×30回

◎ 特 別 研 究（ ２ 年 間 ） ４単位 90分×60回

◎ 実験・実習科目（半期） １単位 90分×30回

◎ 演 習 科 目（ 半 期 ） ２単位 90分×15回

◎ 外 国 文 献 講 読 １単位 90分×15回

◎ 校外実習科目（臨床栄養） ２単位 90時間以上（２週間程度）

◎ 校外実習科目（栄養教育） １単位 45時間以上（１週間程度）

�
｜ 合わせて
�
｜ 62単位以上修得
�
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